
H28. 4. 27.

H28練習問題２解答例

1. AAAAAA−1 = III ⇔ |AAAAAA−1|= |III| ⇔ |AAA||AAA−1|= |III|= 1. ∴ |AAA−1|= 1
|AAA| = |AAA|−1. （P. 67定理 3.11）

2. n次行列 AAAの条件について，

(a)任意の正則行列とは，正則行列ならどのような行列でも良いということ。

(b)任意の非正則行列とは，非正則行列ならどのような行列でも良いということ。

(c)任意の正方行列とは，正則、非正則を問わず、正方行列ならどのような行列でも良いということ。

これらの関係は，ベン図を用いて下図のように表される。

n

（1）定義そのもの．したがって (a)． （P. 14）

（2）(PPP−1AAAPPP)k = (PPP−1AAAPPP)(PPP−1AAAPPP) · · · (PPP−1AAAPPP) = PPP−1AAAAAA · · ·AAAPPP = PPP−1AAAkPPP（PPPPPP−1 = III）．したがって (c)．

（3）非正則行列⇐⇒ |AAA|= 0かつ | tAAA|= |AAA|．したがって (b)． （P. 67定理 3.11，P. 68定理 3.13）

（4）|PPPAAA|= |PPP| |AAA|= |AAA| |PPP|．したがって (c)．（P. 66定理 3.10）

（5）連立１次方程式が解をもつための必要十分条件である．したがって (c)． （P. 41定理 2.6）

（6）同次連立１次方程式は自明な解（xxx = 000）を含む解を必ずもつ。解が自明な解のみであるとは，解の自由度

n− rank AAAが 0ということである．すなわち rank AAA = n．したがって (a)． （P. 44定理 2.8）

（7）BBB = PPPAAAで |BBB|= 0より，|BBB|= |PPPAAA|= |PPP| |AAA|= 0．PPPは正則行列であるから |PPP| �= 0．したがって |AAA|= 0

であるが，|AAA| = 0 となるのは AAA が非正則のときである．したがって (b)．（P. 66 定理 3.10，P. 67 定理

3.11）


